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2-1 矢作ダム貯水池の堆砂対策
2-1-1 矢作ダム貯水池における堆砂対策の必要性

図2-1 各容量別堆砂量の経年変化



2-1 矢作ダム貯水池の堆砂対策
2-1-1 矢作ダム貯水池における堆砂対策の必要性

図2-2 洪水規模と堆積土砂の経年変化



2-1 矢作ダム貯水池の堆砂対策
2-1-1 矢作ダム貯水池における堆砂対策の必要性

図2-3(1) 堆砂形状の縦断変化（全年度）



2-1 矢作ダム貯水池の堆砂対策
2-1-1 矢作ダム貯水池における堆砂対策の必要性

図2-3(2) 堆砂形状の縦断変化（平成11年以降）



2-2 緊急対策

図2-5 緊急対策の年次計画

図2-7 現貯砂ダム機能回復のための必要土砂掘削量



2-2 緊急対策
2-2-1 治水容量内に堆積した土砂の排砂

図2-6 河床縦断図 平成15年～平成21年



2-2 緊急対策
2-2-2 現貯砂ダムの機能回復

図2-8 河床縦断図 平成21年～平成26年

貯砂ダム天端高E.L+288m



2-2 緊急対策
2-2-3 貯砂ダムの嵩上げ（貯砂ダム天端高の検討）

図2-9 河床縦断図 年14万m3の堆砂と35万m3の堆砂

表2-1 過去の年堆砂量

年堆砂量
（m3）

平成12年 2,830,100
昭和63年 772,200
平成15年 667,100
平成3年 616,000
昭和55年 519,400
平成13年 397,400
昭和58年 386,700
昭和56年 346,000

平成6年 339,600
昭和59年 338,900
昭和57年 313,800
昭和60年 297,000
平成7年 258,500
平成10年 207,500

平成11年 95,600

年号



搬出ルートの制約条件

2-2 緊急対策
2-2-4 堆積土砂の有効利用

掘削地の制約条件

①年間作業日数 ：10ヶ月（1月中旬～11月中旬）

②作業時間 ：8：00～12：00

③1日当当たり搬出可能量 ：896m3（40台×5.6m3×4時間）

④年間搬出可能量 ：1ルート当たり 179,200m3
（20日×10ヶ月×896m3）

①年間作業日数 ：5.6ヶ月（1月下旬～3月上旬、6月中旬～10月中旬）

②作業時間 ：8：00～12：00 （ストックヤードなし）
8：00～17：00 （ストックヤードあり）

③1日当当たり搬出可能量 ：1,612m3（10台×40.3m3×4時間）

④年間搬出可能量 ：180,544m3（1,612m3×20日×5.6ヶ月)

図2-13 年間貯水位運用曲線

年間搬出可能量

361,088m3179,200m3ストックヤードあり

180,544m3100,800m3ストックヤードなし

2ルート1ルート

年間搬出可能量は、ストックヤードの有無、搬出ルート数で決定する。



2-2 緊急対策
2-2-4 堆積土砂の有効利用

図2-12 ダンプ運搬ルート図



2-3 長期対策
2-3-1 矢作ダム貯水池へ適用可能な長期対策の選定と効果

図2-14 ダム貯水池における堆砂対策メニュー
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2-3 長期対策
2-3-2 貯水位低下による土砂の堆砂域への再移送

図2-15 河床縦断図 水位低下による土砂の再移送



2-3 長期対策
2-3-3 土砂バイパス水路の位置と規模の検討

図2-17 長期対策に用いる粒径分布

図2-18 対象洪水（平年洪水と恵南豪雨）



2-3 長期対策
2-3-3 土砂バイパス水路の位置と規模の検討

図2-19 流れ計算結果（流量2300m3/s）



2-3 長期対策
2-3-3 土砂バイパス水路の位置と規模の検討

図2-19 流れ計算結果（流量2300m3/s）



2-3 長期対策
2-3-3 土砂バイパス水路の位置と規模の検討

図2-21 河床縦断図 一次元解析（土砂バイパス規模700m3/s）

図2-4 一次元河床変動解析による検討結果



2-3 長期対策
2-3-3 土砂バイパス水路の位置と規模の検討

図2-21 河床縦断図 一次元解析（土砂バイパス規模700m3/s）

図2-4 一次元河床変動解析による検討結果



2-3 長期対策
2-3-4 既堆積土砂の強制排砂

 
吸引口 

吸引口

 
吸引口 

 

吸引口 

 

吸引口 

・吸引口移動（ストックピットあり）
・吸引口固定（ストックピットあり）

・吸引口固定（ストックピットなし）
・吸引口移動（ストックピットなし）

● 洪水の継続時間150時間の場合

150（h）×3600（s）×10（m3/s）×0.05（%）=270,000（m3）

● 洪水の継続時間200時間の場合

200（h）×3600（s）×10（m3/s）×0.05（%）=360,000（m3）

（放流量 Q=5,400,000m3）

（放流量 Q=7,200,000m3）

※10m3/s規模の装置を設けることで、
年間30万m3程度の排砂が可能となる。



2-3 長期対策
2-3-5 矢作ダム貯水池の堆砂対策

図2-24 矢作ダム貯水池平面図と平成15年最深河床縦断図


